
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

農００１ 項　　目　　名 鳥取市産地パワーアップ事業費

予算書項目 鳥取市産地パワーアップ事業費 ページ 27 所　　属　　名

農林水産部 
農業振興課年度

一般会計 【問合せ先】生産流通振興室 生産振興係 0857-20-3234 

【１０次総の施策体系】2104 

【事業の経過及び背景】 
　水田・畑作・野菜・果樹等の産地が定めた「産地パワーアップ計画」に基づき、意欲あ 
る農業者が行う高収益な作物・栽培体系への転換を総合的に支援するた め、平成28年度に
国が新たな支援策を創設した。 

【事業の目的及び効果】 
　農作業の効率化によるコスト削減や高付加価値な作物への転換等、収益力の向上に計画
的に取り組む産地において、生 産体制の強化や集出荷機能の改善に向けた取組を支援す
る。 本市を含む鳥取いなば農協管内では、アスパラガスを本事業の対象品目として「産地
パ ワーアップ計画」を策定し、アスパラガスの生産拡大や生産性の向上に 取り組む農業者
に対し支援を行う。 

【事業の内容】 
　補助対象経費：施設整備に必要な資材導入等に要する経費 
　補助率：1/2以内（国10/10）
 　事業費：2,640,000円×1/2＝1,320,000円 　気高3件

款 農林水産業費

項

H28

事業の概要　会計名

1,320 0 

農業費

目 農業振興費

補正前額 0 

要求額 1,320 

0 

地方債 0 

総務部長段階査定額 1,320 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

市長段階査定額

0 諸収入 0 

計

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,320 

1,320 その他 0 

行財政改革課処理欄

0 

その他 0 0 

一般財源

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

農００２ 項　　目　　名 過年度分国県支出金返還金

予算書項目 過年度分国県支出金返還金 ページ 27 所　　属　　名

農林水産部 
農業振興課年度

一般会計 【問合せ先】生産流通振興室 生産振興係 0857-20-3234 

【１０次総の施策体系】2104 

【事業の経過及び背景】 
　鳥取いなば農業協同組合が事業実施主体となり、昭和47年度第2次構造改善事業で選果 
施設を整備、平成10年度中山間地域農地保全緊急体制整備事業により選果機・電算室・休 
憩室の整備を行い、佐治の梨産地を維持してきたが、平成27年度に郡家選果場に集約され
たこ とに伴い、佐治選果場の選果機能は不要となった。 

【事業の目的及び効果】 
　鳥取いなば農業協同組合の財産である佐治選果場を有効活用するため、民間事業者に有 
償貸付を行うのに伴い、処分制限期間を経過していない電算室及び休憩室部分について、 
残存価格に基づく補助金相当額を鳥取いなば農業協同組合が市に返還し、そのうち国庫補
助金相当額を国に返還する。 

【事業の内容】 
　鳥取いなば農業協同組合から市への返還額　18,973,646円
　　うち、国庫補助金相当額　　　　　　　　15,178,917円

　※その他財源の諸収入は、補助金返還金

款 農林水産業費

項

H28

事業の概要　会計名

15,179 0 

農業費

目 農業振興費

補正前額 0 

要求額 15,179 

0 

地方債 0 

総務部長段階査定額 15,179 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

市長段階査定額

0 諸収入 15,179 

計

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

15,179 その他 0 

行財政改革課処理欄

0 

その他 15,179 0 

一般財源

- 16 -



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

農００３ 項　　目　　名 鳥取型低コストハウスによる施設園芸等推進事業費

予算書項目 鳥取型低コストハウスによる施設園芸等推進事業費 ページ 27 所　　属　　名

農林水産部 
農業振興課年度

一般会計 【問合せ先】生産流通振興室 生産振興係 0857-20-3234 
 
【１０次総の施策体系】2104 
 
【事業の経過及び背景】 
　農業の生産現場では、産地競争力の強化が求められており、高収益な施設園芸品目等へ 
の転換や規模拡大の取組が急務となっている。現在、園芸品目の施設化については 、気象
災害・病害虫対策に効果的であり、収 量・品質の安定による収益性の向上が期待され、ま
た、鳥取型低コストハウスは通常のハウ スと比べ費用が圧縮できることから県下で推進さ
れている。 
 
【事業の目的及び効果】 
　平成28年度に国が新設した産地パワーアップ事業を活用しながら鳥取型低コストハウス
の導入を推進し、アス パラガスや葉物野菜等の高収益なハウス栽培品目の生産振興を図
り、施設園芸品目の生産拡大を図る。 
 
【事業の内容】 
　鳥取型低コストハウス導入に対する支援
　補助率2/3（国1/3、県2/9、市1/9）

款 農林水産業費

項

H28

事業の概要　会計名

9,017 0 

農業費

目 農業振興費

補正前額 0 

要求額 9,017 

0 

地方債 0 

総務部長段階査定額 9,017 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

市長段階査定額

1,503 諸収入 0 

計

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 7,514 

9,017 その他 0 

行財政改革課処理欄

0 

その他 0 0 

一般財源

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

農００４ 項　　目　　名 畜産競争力強化整備事業費

予算書項目 畜産競争力強化整備事業費 ページ 29 所　　属　　名

農林水産部 
農業振興課年度

一般会計 【問合せ先】生産流通振興室 生産振興係 0857-20-3234 
 
【１０次総の施策体系】2104 
 
【事業の経過及び背景】 
　畜産業は高齢化や飼料・素畜価格の高騰等により農家戸数や飼育頭数が減少し、そのこ
とで生産基盤の弱体化が進んでいる。 
　このような現状から、地域の畜産業の生産基盤の強化と地域経済の活性化を図るため、  
平成27年2月に鳥取県東部地域畜産クラスター協議会、平成28年1月にいなば畜産クラスタ 
ー協議会が設立され、それぞれが作成し国に採択された畜産クラスタ―計画 を基に、大規
模経営・機械化等により生産性を向上させ、また、自立した経営のもと担い手の育成を進
めている。
 
【事業の目的及び効果】 
　生産基盤の強化、畜産業の経営安定を図るために必要な施設等の整備について支援を行 
うことで地域の収益性の向上を図る。 
 
【事業の内容】 
　補助対象経費：畜舎・堆肥舎等の施設整備等に要する経費
　補助率：1/2（国10/10）
　事業費：2,090,078千円　※補助対象事業費

款 農林水産業費

項

H28

事業の概要　会計名

1,045,039 0 

農業費

目 畜産業費

補正前額 0 

要求額 1,045,039 

0 

地方債 0 

総務部長段階査定額 1,045,039 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

市長段階査定額

0 諸収入 0 

計

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,045,039 

1,045,039 その他 0 

行財政改革課処理欄

0 

その他 0 0 

一般財源

- 17 -



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

農００５ 項　　目　　名 安蔵森林公園施設管理費

予算書項目 安蔵森林公園施設管理費 ページ 29 所　　属　　名

農林水産部 
林務水産課年度

一般会計 【問合せ先】林務係 0857-20-3235 

【１０次総の施策体系】2104 

【事業の経過及び背景】 
　安蔵森林公園バンガローは市民の保健休養及び森林レクリエーションの振興を目的とし
て、平成9年に森林体験交流センターやオートキャンプ場と一体的に整備されたもの。長年
の雨風等により当該ウッドデッキの腐食が進行し、利用客の安全確保のために修繕が必要
となった。

【事業の目的及び効果】 
　施設を適正な状態に修繕することにより、利用者の安全性を確保し憩いの場を提供す
る。

【事業の内容】 
　腐食したバンガローウッドデッキの修繕（1棟）　1,100千円 
　
【事業の実績】
　（来園者数） 
　　平成25年度　8,892人 
　　平成26年度　6,208人 
　　平成27年度　8,254人 

　※その他財源の繰入金は、公共施設等整備基金繰入金

款 農林水産業費

項

H28

事業の概要　会計名

1,100 0 

林産業費

目 林業総務費

補正前額 10,854 

要求額 2,450 

0 

地方債 0 

総務部長段階査定額 1,100 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

市長段階査定額

0 諸収入 0 

計

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

1,100 その他 0 

行財政改革課処理欄

0 

その他 1,100 1,100 

一般財源

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

農００６ 項　　目　　名 鳥取茸王緊急生産拡大支援事業費補助金

予算書項目 林産物振興対策事業費 ページ 29 所　　属　　名

農林水産部 
林務水産課年度

一般会計 【問合せ先】林務係 0857-20-3235 

【１０次総の施策体系】2104 

【事業の経過及び背景】 
　本市の特産品である椎茸の生産量は年々減少傾向にあり、「鳥取茸王」を原木しいた 
け115号のトップブランドとして売り出すには、生産量の確保が急務となっている。
 
【事業の目的及び効果】 
　復活した「鳥取茸王」を原木しいたけ115号のトップブランドとして振興し、椎茸の生産
拡大を図るため、本市の「鳥取茸王」の生産に取組むグループが行う「鳥取茸王ハ ウス」
の導入に対して支援する。 

【事業の内容】 
　事業概要　「鳥取茸王」の生産に取組む5人以上のグループを対象に「鳥取茸王ハウス」
　　　　　　の設置に要する経費を助成 
　補助率　　2/3以内（県1/2　市1/6） 
　事業費　　14,547千円 × 2/3 ＝ 9,698千円 

款 農林水産業費

項

H28

事業の概要　会計名

9,698 0 

林産業費

目 林業振興費

補正前額 0 

要求額 9,698 

0 

地方債 0 

総務部長段階査定額 9,698 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

市長段階査定額

2,425 諸収入 0 

計

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 7,273 

9,698 その他 0 

行財政改革課処理欄

0 

その他 0 0 

一般財源

- 18 -



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

農００７ 項　　目　　名 漁業経営能力向上促進事業費

予算書項目 漁業経営能力向上促進事業費 ページ 29 所　　属　　名

農林水産部 
林務水産課年度

一般会計 【問合せ先】水産漁港係 0857-20-3236 

【１０次総の施策体系】2104 

【事業の経過及び背景】 
　魚価低迷、燃油・資材高騰等厳しい経営環境の中で、県と協調して将来にわたって漁業
経営の効率化を図る漁業者を育成する。 

【事業の目的及び効果】 
  漁業経営改善計画を作成する漁業者を増加させ、所得を向上させることにより、漁業 
後継者の確保が期待できる。 

【事業の内容】 
  事業内容　経営改善に積極的かつ計画的に取組む漁業者に対し、省エネ等経費の削 
　　　　  　減に資する機器の購入経費や温暖化等による海の変化に対応するための
      　　  漁法転換経費 を助成する。 
  補助率　  1/6
  事業費　　16,818千円×1/6＝2,804千円 　（賀露3名・夏泊2名・酒津2名） 

【事業の実績】
　平成25年度　4,413,030円（エンジン換装4名　ＬＥＤ25隻） 
　平成26年度　2,499,999円（エンジン換装3名）
　平成27年度　2,346,832円（エンジン換装3名　ＬＥＤ2隻） 

款 農林水産業費

項

H28

事業の概要　会計名

575 0 

水産業費

目 水産業振興費

補正前額 2,229 

要求額 575 

0 

地方債 0 

総務部長段階査定額 575 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

市長段階査定額

575 諸収入 0 

計

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

575 その他 0 

行財政改革課処理欄

0 

その他 0 0 

一般財源

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

農００８ 項　　目　　名 河内地区土地改良事業費

予算書項目 県営事業負担金 ページ 29 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度

一般会計 【問合せ先】基盤整備係 0857-20-3244 

【１０次総の施策体系】2104 

【事業の経過及び背景】 
　河内地区は農家の高齢化・後継者不足が深刻であり、農地の耕作者が減少している。 こ
の地域の農地はほ場整備が未だなされておらず、農地の耕作放棄が進行することが懸念さ
れている。 

【事業の目的及び効果】 
　河内地区では、地域で集落営農を立ち上げ集団的な農業に取り組むことを検討している 
が、狭小・不整形な農地については大規模機械等による効率的な営農が困難であることか
ら、ほ場整備を行うことで農業基盤を整備し、組織的営農を促進する。 

【事業の内容】 
　河内地区土地改良事業（ほ場整備） 
　・実施主体　　鳥取県
　・事業年度　　平成28年度～平成32年度 
　・全体事業費　158,000千円 
　・負担区分　　国50％　県25％　市25％ 
　　＜平成28年度9月補正予算＞ 
　　・換地委員報酬等

款 農林水産業費

項

H28

事業の概要　会計名

206 0 

農業費

目 農地費

補正前額 2,000 

要求額 206 

0 

地方債 0 

総務部長段階査定額 206 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

市長段階査定額

206 諸収入 0 

計

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 

206 その他 0 

行財政改革課処理欄

0 

その他 0 0 

一般財源

- 19 -



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

農００９ 項　　目　　名 水田汎用化事業費

予算書項目 水田汎用化事業費 ページ 29 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度

一般会計 【問合せ先】基盤整備係 0857-20-3244 

【10次総の施策体系】2104 

【事業の経過及び背景】 
　米価が低迷する中、農業所得の向上のためには、稲作のみではなくアスパラガス等の高
品質で収益性の高い園芸作物の生産等、生産構造の転換が不可欠であり、県と協調して農
業の多角化を図る農業者を支援する必要がある。
 
【事業の目的及び効果】 
　農業の多角化を図るため、水田の汎用化し収益性の高い園芸作物への転換ができる基盤
を整備する。
 
【事業の内容】 
　事業概要　農業者等が実施するほ場の排水機能向上対策及び既設暗渠対策に対する支援 
　補助率　　80％（県費50％　市費30％） 
　事業費　　1,260千円×80％＝1,008千円　（青谷地区　Ａ＝200a）

款 農林水産業費

項

H28

事業の概要　会計名

1,008 0 

農業費

目 農地費

補正前額 0 

要求額 1,008 

0 

地方債 0 

総務部長段階査定額 1,008 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

市長段階査定額

378 諸収入 0 

計

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 630 

1,008 その他 0 

行財政改革課処理欄

0 

その他 0 0 

一般財源

- 20 -


